
2900

14
00

1830

93
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0
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木

木
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道路　Ａｓ
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0
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00

消防小屋

18
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側溝
消火栓

引込柱
広井線16

防 火 水 槽
1400
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00

40
0

道路　Ａｓ

ア　ス　フ　ァ　ル　ト

90
0

側溝

側溝

引込柱

神田線52

新井・柿崎線

6400

1000

18
00

土

Ｃｏ

ゴミ箱

倉　庫
主要道路

引込柱

2400

側溝

引込柱
柳線52

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、CA(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.294 錦

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N

3EL:120°

T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.294 錦

<注記>

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.295 広井・米子

<注記>

配置図 S=1/300

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.296 本郷

<注記>

配置図 S=1/300

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.297 神田

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.295 広井・米子

案内図 S=1/40000

NO.296 本郷

案内図 S=1/40000

NO.297 神田

3EL:126°

R30:30°

3EL:121°

R30:270°

S30:140°

R30:90°

R30:0°

S40:0°

S30:270°

R40:105°

R30:180°

3EL:126°
S30:100°

S40:227°
S40:227°

R40:320°

R40:45°

R40:135°
S40:180°

R40:225°

R40:315°

NO.297 神田

(既設柱流用)

NO.295 広井・米子

(既設柱流用)

NO.294 錦

(既設柱流用)

桑
曽
根
川

上越安塚浦川原線

三
和
新
井
線

上越安塚浦川原線 三
和
新
井
線

上
越
頸
城
大
潟
線

飯田川

桑
曽
根
川

新
井

柿
崎
線

屋外拡声子局　自立局　案内図71
(NO.294,NO.295,NO.296,NO.297)

A3 図示 10-71

NO.296 本郷

(既設柱流用)

S40:320°

R40:227°
 ・12-07 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：三和区
 ・所在：上越市三和区錦70-2
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図
 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：三和区
 ・所在：上越市三和区広井190-2
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図

 ・12-07 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：三和区
 ・所在：上越市三和区本郷863-1
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図
 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：三和区
 ・所在：上越市三和区神田2512
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　自立局　案内図71(NO.294,NO.295,NO.296,NO.297)　S=図示
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うみてらす名立

うみてらす名立入口

引込柱
名立線406北2

中学校グラウンド

道路
水道栓

のり面

↑　坂道

1400

50
0

側溝 フェンス

カーブミラー

側溝

引込柱
坪山線15

花

花壇
遊歩道

入り口

土間

名立小泊地区

玄関

道路

コミュニティーセンター

花壇

花壇

エンビ管

3230

4050

850

600

排水路

排水路

引込柱
名立線390南2

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.298 末野

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N

（3EL:135°）

T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.298 末野

<注記>

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(撤去)

NO.299 名立

<注記>

 ・T08-11 柱建替(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(撤去)

NO.300 名立小泊

<注記>

配置図 S=1/500

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(撤去)

NO.301 赤野俣

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.299 名立

案内図 S=1/40000

NO.300 名立小泊

案内図 S=1/40000

NO.301 赤野俣

5EL:185°

R30:300°

（3EL:181°）

S30:27°

R40:70°

R30:233°
3EL:188°

S40:110°

S40:160°

R40:300° R40:50°

S40:125°
R40:200°S40:185°

R40:50°

S40:115°

S40:160°
S40:160°

S40:350°

ほくほく街道

三
和
新
井
線

保倉川

日
本
海
ひ
す
い
ラ
イ
ン北

陸自
動車

道

名
立
川

日本海ひすいライン

北陸
自動

車道 名
立
川

日
本
海
ひ
す
い
ラ
イ
ン

北陸
自動

車道

名
立
川

NO.300 名立小泊

(既設柱流用)

NO.299 名立

(既設柱撤去後に新設柱設置)

NO.298 末野

(既設柱流用)

NO.301 赤野俣

(既設柱流用)

屋外拡声子局　自立局　案内図72
(NO.298,NO.299,NO.300,NO.301)

A3 図示 10-72

S40:110°

S40:300°

S40:125°

S40:200°

T.N

スピーカ方向(新設)

CA30:50°

CA30:125°
CA30:200°

R30:27°

S40:115°

 ・12-07 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：三和区
 ・所在：上越市三和区末野1459-1
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図
 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区名立大町4280-1
 ・通信相手：大峰中継局

 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区小泊374-1
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図

T.N

スピーカ方向(新設)

CA30:300°
CA30:25°

CA30:230°  ・12-02 柱再利用(19-17.4-510) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区赤野俣532-1
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図

T.N

スピーカ方向(新設)

CA30:50°

CA30:160°

CA30:350°

CA30:115°

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　自立局　案内図72(NO.298,NO.299,NO.300,NO.301)　S=図示
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12
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引込柱
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歩道

折平集落開発センター

消防小屋

小屋 空地
歩道

花壇 植木

公園

ホースかけ道路

植木

植木

750

65
0倉庫

引込柱
名立谷線170東1

650

700
道路　→

駐車場（アスファルト）

旧名南診療所

入口

汚水フタ

コンクリート
汚水フタ

側溝

引込柱
名立谷線142

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、CA(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.302 谷口

配置図 S=1/300

空中線方向

T.N

3EL:209°

T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.302 谷口

<注記>

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.303 丸田

<注記>

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.304 森

<注記>

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.305 折平

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.303 丸田

案内図 S=1/40000

NO.304 森

案内図 S=1/40000

NO.305 折平

3EL:263°

S30:37°

R30:170°

R30:280°

S30:335°

3EL:231°
R40:245°

R30:337°

S40:145°

S40:0°

S30:6°

S30:235°

S30:190°

R30:335°

S40:145°

S30:217°

3EL:295°

S30:170°

R40:245°
R40:195°

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

東
飛
山

名
立
線

名
立
川

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

NO.302 谷口

(既設柱流用)

NO.303 丸田

(既設柱流用)

NO.305 折平

(既設柱流用)

屋外拡声子局　自立局　案内図73
(NO.302,NO.303,NO.304,NO.305)

A3 図示 10-73

NO.304 森

(既設柱流用)

S30:337°

 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区車路290
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図
 ・12-07 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区丸田
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図

 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区平谷2781
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図
 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区森150-2
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　自立局　案内図73(NO.302,NO.303,NO.304,NO.305)　S=図示
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引込柱
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道路
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歩道
ﾌｪﾝｽ

道路

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、CA(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.306 東蒲生田

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N

3EL:323°

T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.306 東蒲生田

<注記>

 ・12-10 柱建替(S-18XM) 拡声増幅装置有　標準設置図

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.307 西蒲生田

<注記>

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設・撤去)

NO.308 東飛山

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.307 西蒲生田

案内図 S=1/40000

NO.308 東飛山

5EL:333°

5EL:336° S30:350°

S30:115°
R30:115°

R40:3°

R40:135° S30:115°R40:215°
S40:215°

R40:320°
R40:335°

S40:3°
S40:3°

S40:181°
S40:181°

NO.307 西蒲生田

(既設柱流用)

NO.308 東飛山

(既設柱流用)

NO.306 東蒲生田

(既設柱撤去後に新設柱設置)

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

東
飛
山
名
立
線

名
立
川

配置図 S=1/600

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.331 東ふ頭

<注記>

案内図 S=1/40000

屋外拡声子局　自立局　案内図74
(NO.306,NO.307,NO.308,NO.331)

A3 図示 10-74

NO.331 東ふ頭

3EL:124°

CA30:0°

CA30:90°

CA30:180°

CA30:270°

S40:320°

R40:181°

NO.3331 東埠頭

(新設柱)

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区東蒲生田590-1
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-13 柱建替(CP16-500) 拡声増幅装置有　標準撤去図
 ・12-03 柱再利用(L-560B) 標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区西蒲生田39地先
 ・通信相手：長倉中継局

 ・T08-02 柱再利用(L-560B) 標準撤去図

 ・12-07 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：名立区
 ・所在：上越市名立区東飛山1545-1
 ・通信相手：大峰中継局

 ・T08-06 柱再利用(19-17.4-510) 拡声増幅装置有　標準撤去図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字黒井
 ・通信相手：長倉中継局
 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　自立局　案内図74(NO.306,NO.307,NO.308,NO.331)　S=図示
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木

木

木

木

木

ポンプ場

県道大潟上越線

16
,7
00

1,560

引込柱
名立線99 県

道
大
潟
上
越
線

びょうぶ谷野球場入口

びょうぶ谷野球場駐車場

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、CA(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.7 長浜中
(長浜小学校跡地)

配置図 S=1/500

空中線方向

T.N

3EL:272°

T.N

スピーカ方向(新設)

NO.7 長浜中(長浜小学校跡地)

<注記>

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.8 長浜東(谷浜海水浴場駐車場)

<注記>

配置図 S=1/500

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.17 虫生岩戸(虫生岩戸町内会館)

<注記>

配置図 S=1/500

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.18 直江津海水浴場

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.8 長浜東
(谷浜海水浴場駐車場)

案内図 S=1/40000

NO.17 虫生岩戸
(虫生岩戸町内会館)

案内図 S=1/40000

NO.18 直江津海水浴場
(びょうぶ谷野球場駐車場)

3EL:112°
CA30:100°

CA30:60°

5EL:254°

CA30:60°CA30:70°

3EL:113°

NO.7 長浜中

(長浜小学校跡地)(新設柱)

NO.8 長浜東

(谷浜海水浴場駐車場)(新設柱)

NO.18 直江津海水浴場

(びょうぶ谷野球場)(新設柱)

吉川

柿
崎
牧
線

屋外拡声子局　移設自立局　案内図1
(NO.7,NO.8,NO.17,NO.18)

A3 図示 11-01

CA30:260°

日本海ひすいライン

北陸自動車道

日本海ひすいライン

CA30:140°

日本海ひすいライン

日本海ひすいライン

CA30:120°

CA30:270°

NO.17 虫生岩戸

(虫生岩戸町内会館)(新設柱)

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字長浜
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字長浜
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字虫生
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字居多
 ・通信相手：長倉中継局

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　移設自立局　案内図1(NO.7,NO.8,NO.17,NO.18)　S=図示



道路

6,
10
0

2,400

引込柱

川原線3西3

宮ノ前公園

ゴミ置場

民家

民家

木

木

木

木

木

木

木

道路

2,100

4,20
0

12,900

引込柱
三田線21西8

道路

県営安江住宅

市営安江住宅　駐車場

木

木

植栽

引込柱
福橋線43北5東3

道路

JAえちご上越

建物 2,
00
0

3,300
32,0

00

2,
80
0

道路

ゴミ置場

花壇

民家

フ
ェ

ン
ス

望ヶ丘コミュニティプラザ

引込柱
望線6東3

<特記事項>

　・3EL(3素子八木型空中線)、5EL(5素子八木型空中線)

　・R(レフレックス)、S(ストレート)、BA(防災用アレイ)、CA(中型アレイ)

案内図 S=1/40000

NO.43 春日新田3丁目
(宮ノ前公園)

配置図 S=1/400

空中線方向

T.N

3EL:118°

T.N

スピーカ方向(新設)

NO.43 春日新田3丁目(宮ノ前公園)

<注記>

配置図 S=1/300

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.50 安江(安江3市営住宅)

<注記>

配置図 S=1/500

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.59 福橋(JAえちご)

<注記>

配置図 S=1/300

空中線方向

T.N T.N

スピーカ方向(新設)

NO.60 上五貫野(望ヶ丘コミュニティプラザ)

<注記>

案内図 S=1/40000

NO.50 安江
(安江3市営住宅)

案内図 S=1/40000

NO.59 福橋
(JAえちご)

案内図 S=1/40000

NO.60 上五貫野
(望ヶ丘コミュニティセンター)

3EL:122°

R30:52°

3EL:117°

BA30:0°CA30:0°

3EL:125°

NO.59 福橋

(JAえちご)(新設柱)

NO.50 安江

(安江3市営住宅)(新設柱)

NO.60 上五貫野

(望ヶ丘コミュニティセンター)(新設柱)

吉川

柿
崎
牧
線

屋外拡声子局　移設自立局　案内図2
(NO.43,NO.50,NO.59,NO.60)

A3 図示 11-02

BA30:220°

北陸自動車道

日本海ひすいライン

R40:110°
R40:235°

直江津バイパス

信越本線

信越本線

北
陸
自
動
車
道

直江津バイパス

北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

CA30:90°

CA30:180° BA30:170°

R30:120°S30:250°

R30:323°

R40:170°S40:235°

R40:295°
S40:295°

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市川原町4
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市安江3丁目
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-09 柱建替(S-18XM) 標準設置図

 ・地区：合併前上越市
 ・所在：上越市大字福橋
 ・通信相手：長倉中継局

 ・12-10 柱建替(S-18XM) 拡声増幅装置有　標準設置図

 ・地区：頸城区
 ・所在：上越市頸城区望ヶ丘1270
 ・通信相手：長倉中継局

BA30:290°

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名屋外拡声子局　移設自立局　案内図2(NO.43,NO.50,NO.59,NO.60)　S=図示



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(既設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-5D-FB(新設)

6,
00
0

10
,0
00

14
,5
00

2,
90
0

接地銅板(既設)

底板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

φ267.4×8.0
STK540

外部接続箱(新設)

再送信(子局)(新設)

フィルター(新設)

再送信(親局)(新設)

φ267.4×6.0
STK540

φ216.3×6.0
STK540

空中線柱(19-17.4-930)(既設)

5素子八木型空中線(新設)

同軸避雷器(新設)

φ193×2.8
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

3素子八木型空中線(新設)

同軸避雷器(新設)

1,
60
02,
50
0

13
,0
00

接地銅板(既設)

フィルタ(新設)

 EM-5D-FB(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（PV24）｝（PV24）｛

 EM-5D-FB×2(新設)
（PV24）｝

 EM-UTP0.5mm-4P×2(新設)（PV24）｛
（PV24）｛

外部接続箱 (新設)
再送信局(子局)

(新設)
再送信局(親局)

EM-8D-FB(新設)

（5素子八木型）
空中線(新設)

（PV24）｝
 CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

（PV24）｝

 EM-8D-FB×2(新設)
（PV30）｝

（PV24）｝

80
0

800

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

3,
50
0

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(19-17.4-930)
標準設置図

A3 図示 12-01

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

新設機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 再送信子局（親局） 1 台

 再送信子局（子局） 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 2 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 2 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド 6 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 3 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 24.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 10.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 12.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 6.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 12.0 m PV24

 再送信子局用空中線フィルタ 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 6 本 IBT-308

 同軸ケーブル 12.0 m EM-5D-FB

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

柱再利用(19-17.4-930)　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 16 個 WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2 個 WBG-24

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

 同軸接栓 4 個 NP-8

 同軸接栓 4 個 NP-5

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(既設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

6,
00
0

10
,0
00

14
,5
00

2,
90
0

1,
60
02,
50
0

接地銅板(既設)

外部接続箱(新設)
屋外拡声子局

80
0

800

接地銅板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

φ267.4×6.0
STK540

外部接続箱(新設)

屋外拡声子局(新設)

φ216.3×6.0
STK540

鋼管柱(19-17.4-510)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

φ193×3.2
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（PV30）｛

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(19-17.4-510)
標準設置図

A3 図示 12-02

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

新設機器 新設

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 1 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 8.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 8.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 4.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 2 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 6.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

柱再利用(19-17.4-510)　標準設置図　S=図示

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2

避雷針

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

（PV24）｝

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

6,
00
0

10
,0
00

14
,5
00

2,
90
0

1,
60
02,
50
0

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV30）｛

接地銅板(既設)

底板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

φ216.3×8.0
STK540

屋外拡声子局(新設)

外部接続箱(新設)

φ216.3×4.5
STK540

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

鋼管柱(L-560B)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

φ193×3.2
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

80
0

800

(撤去)
外部接続箱(新設)

屋外拡声子局

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(L-560B)
標準設置図

A3 図示 12-03

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

撤去機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 1 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 8.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 8.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 4.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 2 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

柱再利用(L-560B)　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 6.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2

避雷針

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

銅管柱ｱｰｽ端子へ

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)

 EM-E3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

6,
00
0

10
,0
00

14
,9
40

2,
65
0

1,
60
02,
50
0

90
0

900

接地銅板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

屋外拡声子局(新設)

外部接続箱(新設)

パンザマスト(HK-18)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

配線用配管(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)
外部接続箱(新設)

屋外拡声子局

電力引込(既設)

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（G22）｝

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝
（PV30）｛

（G28）｛

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(HK-18)
標準設置図

A3 図示 12-04

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

新設機器 新設

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 1 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 8.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 2.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 4.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 2 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

 厚鋼電線管 4.5 m G22

 厚鋼電線管 7.5 m G28

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 5 個 WBG-24

 防水型ユニオンカップリング 1 個 WKI-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 1 個 WBG-24

 防水型ユニオンカップリング 1 個 WKI-24

 ねじなしTCエントランスキャップ 1 個 TPECZ22

 ねじなし防水型カップリング 1 個 MWC22

 ねじなしTCエントランスキャップ 1 個 TPECZ28

 ねじなし防水型カップリング 1 個 MWC28

 電線管止金具 9 個 RAUS-19

 止金具取付バンド 9 本 IBT-308

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

柱再利用(HK-18)　標準設置図　S=図示

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

鬼撚り線40mm2

避雷針

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

銅管柱ｱｰｽ端子へ

6,
00
0

10
,0
00

17
,1
60

2,
70
0

1,
60
02,
50
0

1,
00
0

1,000

接地銅板(既設)

接地棒(既設)

屋外拡声子局(新設)

外部接続箱(新設)

コンクリート基礎(既設)

パンザマスト(R416)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

配線用配管(新設)

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

電力引込(既設)

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-8D-FB(新設)

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)

 EM-E3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
EM-8D-FB(新設)
EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)
外部接続箱(新設)

屋外拡声子局

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（G22）｝

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝
（PV30）｛

（G28）｛

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(R416)
標準設置図

A3 図示 12-05

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

撤去機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 1 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 8.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 2.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 4.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 2 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

 厚鋼電線管 4.5 m G22

 厚鋼電線管 7.5 m G28

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 5 個 WBG-24

 防水型ユニオンカップリング 1 個 WKI-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 1 個 WBG-24

 防水型ユニオンカップリング 1 個 WKI-24

 ねじなしTCエントランスキャップ 1 個 TPECZ22

 ねじなし防水型カップリング 1 個 MWC22

 ねじなしTCエントランスキャップ 1 個 TPECZ28

 ねじなし防水型カップリング 1 個 MWC28

 電線管止金具 9 個 RAUS-19

 止金具取付バンド 9 本 IBT-308

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

柱再利用(R416)　標準設置図　S=図示

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(既設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-5D-FB×2(新設)

6,
00
0

10
,0
00

14
,5
00

2,
90
0

1,
60
02,
50
0

13
,0
00

接地銅板(既設)

フィルタ(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-UTP0.5mm-4P(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

（PV24）｝

（PV24）｛

 EM-5D-FB×2(新設)
（PV24）｝

 EM-UTP0.5mm-4P×2(新設)
EM-5D-FB(新設)（PV24）｛

（PV30）｛

外部接続箱 (新設)
再送信局(子局)

(新設)
(親局)

EM-8D-FB(新設)

（5素子八木型）
空中線(新設)

（PV24）｝
 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

（PV30）｝

 EM-8D-FB×2(新設)

（PV24）｝

80
0

800

接地銅板(既設)

底板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

φ267.4×8.0
STK540

外部接続箱(新設)

再送信(子局)(新設)

再送信(親局)(新設)

拡声増幅装置(新設)
フィルター(裏)(新設)

φ267.4×6.0
STK540

鋼管柱(19-17.4-930)(既設)

5素子八木型空中線(新設)

同軸避雷器(新設)

φ193×2.8
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

3素子八木型空中線(新設)

同軸避雷器(新設)

φ216.3×6.0
STK540

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

(新設)
装置

 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)（PV24）｛

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

再送信局拡声増幅

3,
50
0

（PV30）｝

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(19-17.4-930)
拡声増幅装置有　標準設置図

A3 図示 12-06

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

撤去機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

 拡声増幅装置 1 台

 ※3 空中線種別による。

柱再利用(19-17.4-930)　拡声増幅装置有　標準設置図　S=図示

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 再送信子局（親局） 1 台

 再送信子局（子局） 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 2 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 2 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド 6 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 4 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 30.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 24.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 2 個

 電源ケーブル 12.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 14.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 6.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 10.5 m PV24

 再送信子局用空中線フィルタ 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 8 本 IBT-308

 同軸ケーブル 12.0 m EM-5D-FB

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV30

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 14 個 WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 6 個 WBG-24

 ステンレスバンド 2 本 SFT-N209

 同軸接栓 4 個 NP-8

 同軸接栓 4 個 NP-5

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名



GL GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(既設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ
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02,
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接地銅板(既設)

外部接続箱

80
0

800

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

接地銅板(既設)

接地棒(既設)

コンクリート基礎(既設)

φ267.4×6.0
STK540

外部接続箱(新設)

屋外拡声子局(新設)拡声増幅装置(新設)

φ216.3×6.0
STK540

鋼管柱(19-17.4-510)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

φ193×3.2
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)（PV24）｛
 EM-UTP0.5mm-4P(新設)（PV24）｛
 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-8D-FB(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（PV30）｝

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

(新設)
子局

(新設)
装置

屋外拡声拡声増幅

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝（PV24）｛

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(19-17.4-510)
拡声増幅装置有　標準設置図

A3 図示 12-07

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

撤去機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 撤去機器・部材・材料

数量 単位

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 2 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 30.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 2 個

 電源ケーブル 10.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 10.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 6.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 9.0 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 4 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 屋外拡声子局 1 台

 拡声増幅装置 1 台

 AB機能付

 ※3 空中線種別による。

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

柱再利用(19-17.4-510)　拡声増幅装置有　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 12.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名
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接地銅板(既設)

底板(既設)

接地棒(既設)

φ216.3×8.0
STK540

屋外拡声子局(新設)

外部接続箱(新設)

φ216.3×4.5
STK540

電力引込(既設)
径間:35m 弛度3%

鋼管柱(L-560B)(既設)

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

φ193×3.2
STK490

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

避雷針(既設)

80
0

800

拡声増幅装置(新設)

GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-CEE1.25mm2-2C×2(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(既設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

接地銅板(既設)

外部接続箱

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)
 EM-UTP0.5mm-4P(新設)（PV24）｛
 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-8D-FB(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C×2(新設)

（PV30）｝

(新設)
子局

(新設)
装置

屋外拡声拡声増幅

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝（PV24）｛

コンクリート基礎(既設)

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱再利用(L-560B)
拡声増幅装置有　標準設置図

A3 図示 12-08

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

撤去機器 撤去

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 2 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 30.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 2 個

 電源ケーブル 10.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 10.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 6.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 9.0 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 4 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

柱再利用(L-560B)　拡声増幅装置有　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 12.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 2 本 SFT-N209

　・柱上部及び下部のケーブル引込口を変更すること。

 鋼管柱上部ケーブル引込口 1.0 個 φ193用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞG28

 鋼管柱下部ケーブル引込口 1.0 個 φ216.3用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞG28×2

 拡声増幅装置 1 台

 同軸接栓 2 個 NP-8

発注者名

縮尺

作成年月

図面名

工事名
 上越市防災行政情報伝達システム整備・
 機能強化等工事

令和6年5月

図面番号

上越市

デジタル防災行政無線システム(同報系)設備名
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接地銅板(新設)

接地棒(新設)

屋外拡声子局(新設)

外部接続箱(新設)

電力引込(新設)
径間:35m 弛度3%

同軸避雷器(新設)

3素子八木型空中線(新設)

スピーカ(新設)
(構成、方向は別図参照)

80
0

800

GL

ED

電源引込み

1φ100V

EM-CE3.5mm2-2C(新設)

EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

(新設)

EM-8D-FB(新設)

（3素子八木型）
空中線(新設)

IV5.5mm2(既設)

接地棒(既設)

ｽﾋﾟｰｶ端子箱(新設)

鬼撚り線40mm2(既設)

避雷針(新設)

ELA

銅管柱ｱｰｽ端子へ

鋼管柱ｱｰｽ端子

銅管柱ｱｰｽ端子へ

接地銅板(既設)

外部接続箱

 EM-UTP0.5mm-4P×4(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-CE3.5mm2-2C(新設)
 EM-IE5.5mm2(新設)

 EM-8D-FB(新設)
 EM-CEE1.25mm2-2C(新設)

（PV30）｝

(新設)
子局

屋外拡声

（PV24）｝
（PV24）｝

（PV24）｝

コンクリート基礎(新設)

鋼管柱(新設)

底板(新設)

砕石(新設)

避雷針(新設)

GL

コンクリート基礎(新設)
□800×800

砕石(新設)

底板(新設)

8
0
0

5
0

□800

2
,
9
0
0

2
,
0
5
0

1
0
0

216.3

均しコン(新設)

1
0
0

砕石(新設)

1
0
0

基礎上部水勾配

屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱建替(S-18XM)
標準設置図

A3 図示 12-09

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

新設機器 新設

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 1 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 15.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 1 個

 電源ケーブル 10.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 8.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 4.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 4.5 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 2 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

　・コンクリート舗装及びアスファルト舗装箇所の施工にあたり、作業範囲を撤去し、施工後は周囲と違和感なきよう復旧すること。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

柱建替(S-18XM)　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 6.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 1 本 SFT-N209

 鋼管柱 1.0 式 S-18XM(内部通線)相当品

 避雷突針 1.0 本 JIS中型(頂部加工)

基礎参考図　S=1/50

名　　称 計算式

 新設基礎土工数量

数量 単位

 構造物の体積 0.512 m3 V1=(W1×W2×Ht)

 地下埋設物土工事数量拾い表（掘削震度1.0m未満）

 構造物の地表までの体積 0.064 m3 V2=(W1×W2×Hd)

 敷均し砕石①の体積 0.064 V7=w1×w2×Hs1

 敷均しコンクリートの体積 0.032 V9=w1×w2×Hs2

 鋼管柱の体積①(構造物内) 0.03 V3=((R2×π)/4)×Ht

 掘削量 0.846 V10=(A×B×H)+V6

m3

m3

m3

m3

 埋戻し 0.319 V11=V10-(V1-V2)-V6 m3

 残土処理 0.527 V12=V10-V11 m3

 埋戻し用砂 - V13=** m3

 型枠(構造物) 2.56 S1=2×Ht(W1+W2) m2

 型枠(均しコンクリート) 0.16 S2=2×Hs2(w1+w2) m2

項　目 数値

 構造物の縦  W1=0.8m

 計算式の入力値

 構造物の地表までの深さ

 構造物の横  W2=0.8m

 構造物の高さ  Ht=0.8m

 Hd=0.1m

 均しコン・砕石の縦  w1=0.8m

 均しコン・砕石の横  w2=0.8m

 砕石の厚み  Hs1=0.1m

 均しコンの厚み  Hs2=0.05m

項　目 数値

 掘削の幅(縦)  A=0.95m

 掘削の幅(横)  B=0.95m

 掘削の深さ  H=0.85m

 作業ゆとり幅   =0.15m

 鋼管柱の直径  R=0.2163m

 鋼管柱の長さ①  L1=0.95m

 鋼管柱砕石の厚み  Hs1=0.1m

 鋼管柱の体積②(均しコン内) 0.002 V4=((R2×π)/4)×Hs2 m3

 鋼管柱の長さ②  L2=2.15m

 鋼管柱の体積③(砕石内) 0.004 V5=((R2×π)/4)×Hs1 m3

 敷均し砕石②の体積 0.004 V8=((R
2×π)/4)×Hs1 m3

 鋼管柱の体積④(地中内) 0.079 V6=((R2×π)/4)×L2 m3

 基礎コンクリート(18-8-25) 0.482 S3=V1-V3 m3

 均しコンクリート(18-8-25) 0.03 S4=V9-V4 m3

 砕石(RC40-0) 0.064 S5=(V7+V8)-V5 m3

 接地銅板 1.0 枚 □900mm×1.5mm

 鬼撚り線 3.0 m 40mm2

 連結式接地棒 1.0 本 φ10mm-L1500

 連結式接地棒用リード端子 1.0 本 φ10mm用 8mm2×500

 同軸接栓 2 個 NP-8
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屋外拡声子局装柱図　S=1/100

柱建替(S-18XM)
拡声増幅装置有　標準設置図

A3 図示 12-10

凡　例

記  号 名　　称 記  号 名　　称

既設機器 既設

新設機器 新設

<特記事項>

　・施工場所に関しては、敷地内の環境を損なわないよう、必要な養生を施し施工後は復旧をすること。

屋外拡声子局系統図　S=N.S

品　名 規　格

 新設機器・部材・材料

数量 単位

 屋外拡声子局 1 台

 外部接続箱 1 台 AB機能付

 同軸避雷器 1 台

 レフレックススピーカ ※1 台 30Wユニット付

 空中線 ※1 基 5素子八木型

 レフレックススピーカ取付金具 ※2 個 RANH

 レフレックススピーカ取付バンド ※2 本 RABD-18

 ストレートスピーカ取付金具 ※2 個 RADH-11-2

 レストレートスピーカ取付バンド ※2 本 3BD-HD-17

 空中線取付金具 ※3 個 F-1(丸)-K2

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 屋外拡声子局取付金具 2 組 RABX

 外部接続箱取付バンド 2 本 IBT-308

 スピーカケーブル 30.0 m EM-CEE1.25mm2-2C

 同軸ケーブル 12.0 m EM-8D-FB

 スピーカ端子箱 2 個

 電源ケーブル 10.0 m EM-CE3.5mm2-2C

 通信ケーブル 10.0 m EM-UTP0.5mm-4P

 接地線 6.0 m EM-IE5.5mm2

 防水金属製可とう電線管 9.0 m PV24

 レフレックススピーカ ※1 台 40Wユニット付

 レフレックススピーカ ※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ ※1 台 30Wユニット付

※1 台 40Wユニット付

※1 台 50Wユニット付

 ストレートスピーカ

 ストレートスピーカ

 空中線 ※1 基 3素子八木型

 屋外拡声子局取付バンド 4 本 IBT-308

 引留金具（ボルト付） 1 組 RL-O

 引留金具取付バンド 1 本 IBT-308

 ※1 屋外拡声子局　自立局（案内図）による。

 ※2 スピーカ種別による。

　・コンクリート舗装及びアスファルト舗装箇所の施工にあたり、作業範囲を撤去し、施工後は周囲と違和感なきよう復旧すること。

 AB機能付

 空中線取付金具 ※3 個 RABA-11

 空中線取付バンド ※3 本 3BD-HD-17

 アームタイ ※3 本 AMT-O L=945

 アームタイ受バンド ※3 組 3BD-HD-17,他

 アームタイ固定金具 ※3 個

 ※3 空中線種別による。

 防水金属製可とう電線管 1.5 m PV30

柱建替(S-18XM)　拡声増幅装置有　標準設置図　S=図示

※1 台 30W取付金具付 防災用アレイスピーカ

※1 台 30W 中型アレイスピーカ

※1 台 60W 中型アレイスピーカ

 防水型ユニオンボックスコネクタ 12.0 m WBG-24

 防水型ユニオンボックスコネクタ 2.0 m WBG-30

 ステンレスバンド 2 本 SFT-N209

基礎参考図　S=1/50

名　　称 計算式

 新設基礎土工数量

数量 単位

 構造物の体積 0.512 m3 V1=(W1×W2×Ht)

 地下埋設物土工事数量拾い表（掘削震度1.0m未満）

 構造物の地表までの体積 0.064 m3 V2=(W1×W2×Hd)

 敷均し砕石①の体積 0.064 V7=w1×w2×Hs1

 敷均しコンクリートの体積 0.032 V9=w1×w2×Hs2

 鋼管柱の体積①(構造物内) 0.03 V3=((R2×π)/4)×Ht

 掘削量 0.846 V10=(A×B×H)+V6

m3

m3

m3

m3

 埋戻し 0.319 V11=V10-(V1-V2)-V6 m3

 残土処理 0.527 V12=V10-V11 m3

 埋戻し用砂 - V13=** m3

 型枠(構造物) 2.56 S1=2×Ht(W1+W2) m2

 型枠(均しコンクリート) 0.16 S2=2×Hs2(w1+w2) m2

項　目 数値

 構造物の縦  W1=0.8m

 計算式の入力値

 構造物の地表までの深さ

 構造物の横  W2=0.8m

 構造物の高さ  Ht=0.8m

 Hd=0.1m

 均しコン・砕石の縦  w1=0.8m

 均しコン・砕石の横  w2=0.8m

 砕石の厚み  Hs1=0.1m

 均しコンの厚み  Hs2=0.05m

項　目 数値

 掘削の幅(縦)  A=0.95m

 掘削の幅(横)  B=0.95m

 掘削の深さ  H=0.85m

 作業ゆとり幅   =0.15m

 鋼管柱の直径  R=0.2163m

 鋼管柱の長さ①  L1=0.95m

 鋼管柱砕石の厚み  Hs1=0.1m

 鋼管柱の体積②(均しコン内) 0.002 V4=((R2×π)/4)×Hs2 m3

 鋼管柱の長さ②  L2=2.15m

 鋼管柱の体積③(砕石内) 0.004 V5=((R2×π)/4)×Hs1 m3

 敷均し砕石②の体積 0.004 V8=((R
2×π)/4)×Hs1 m3

 鋼管柱の体積④(地中内) 0.079 V6=((R2×π)/4)×L2 m3

 基礎コンクリート(18-8-25) 0.482 S3=V1-V3 m3

 均しコンクリート(18-8-25) 0.03 S4=V9-V4 m3

 砕石(RC40-0) 0.064 S5=(V7+V8)-V5 m3

 鋼管柱 1.0 式 S-18XM(内部通線)相当品

 避雷突針 1.0 本 JIS中型(頂部加工)

 接地銅板 1.0 枚 □900mm×1.5mm

 鬼撚り線 3.0 m 40mm2

 連結式接地棒 1.0 本 φ10mm-L1500

 連結式接地棒用リード端子 1.0 本 φ10mm用 8mm2×500

 拡声増幅装置 1 台

 同軸接栓 2 個 NP-8
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